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濁逸外科雑感

大連警院外科~長瞥撃博士 f~ 本 彰 i畠

私は昨年京都府立苦手l大撃の横田教授と一緒に，印度i芋をiiliり，伊大利を経て，澗乙へ

入りま した，その後在留期間の大部分を Berlinで過しそとの Charite病院の病理療研究

所の Prof. H,,,1臼の所で物理化i撃の賃習をして居ましたので，所謂見製をする絵眼に乏し

く外科的見聞がすくなく ，従って，沿話しする材料の甚だ少いのを遺憾に存じます。

調乙の外科の準境と－；；・r亡申しますとそれは日本の外科と大差はありませんが，臨床的

仕事の仕カ－が多少ちがふ様であります。大阜の殺宗を比較しますと，との京大のやうな日

本の大事のKlinikの方がむしろすぐれてゐる黙があるやう に思はれます。しかし大串以外

の公立叉は私立の病院での仕事の仕方は，日本のそれよりもはるかに勝って居ます。その

具鰭的なととは後で必話する事とします。

御承知の様l乙， ~3ij乙の谷大都市には大低大壌があるので，それには各科の Klinik が具

はって居ます。 しかし地かにfiくと市立の病院が大弓［の I<liniklと友って居ます。例へば

Berlinの Cbarite,Langen beck, J lei<lelb巴rgの I-川 hγ／川Jの Klinik,¥I i.inchenの外門司；は大感

直属の病院で卸ち［胡了；：ですが，他の有II市ではト＇ tic!Liscl1es-Kran kenhausの Klinikが大t裂の

Klinikで大墜の先生方がそとで仕事をします。 だから，訪ねて行〈時にも，大撃のKlinik

と尋ねても解ら友いととがあります。例へば Frankfurta. J¥T., ¥¥'iirzburg での時に Hotel

あたりで Univcrsitiits-Klinikと尋ねるとしUniversitatはあそとだ「と言はれて病院と全然

反劃の方向にある Uni1・er>it江tIC奈内せられるととがあり ます，叉＼＼’泊rzburgの Statisches

Krankenhausのやうl亡特別の名がある事があります，そしてそれが大・製の Klinik友ので・すo

¥¥'lirzburgのは LuitpoldKr an kenh::i.usといひます。スヰスでも名がちがって χ泊richでは

Kantonspital, Ber nでは Inselspilalと言ひます。

さて調乙の外f’！の大家で大与tのKlinikの先生j主を考へてみますと Berlinではん：nucrl101cl1,

L’ir•”， Erm·／，川1·rlI, H ei<lel berg の f~＇nrlrdc11 , Tubing巳nの ／｛i1・:<cll/1er, '.¥I iinchenの f.c.rel',

FrankfurtのScltmierlcn, Halleの I'iif/.-r-1＇， わvickauの lJm.1111, Breslauの ／1'ii.llucr, Forster 

等が代表的の人々であらうと忠ひます， Kit！の ＿In此hutz,K正ilnの JI内IH"I'

l、~； ，，；！／ 守r も一流の人々で．あ り ます。 （との tlな 1最L 、先生方を呼り・すでにするのは失鵡であ
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りますがゆるして頂くととにします）。併し訪ねて行って，表へ出て考へて見ると，日佐訪ね

たと言ふととだけで何の感想も洩らぬ事があります。とれは私の注意の不足もありませう

が叉ー酎その印象がうすいともいへます，それで今から私の顕＇（残った感~！な主として商11

~の人々の中の幾人かについてゐ話し広いと存じます。

先十 Berlinの Sauerbruc!t℃・とれは Chariteの外科の Chefであります， Chariteの

Klinikは建物も新しく立振で，患者は色々の種類のものが津山来るので活気があり，そと

ではなにか知ら仕事をし，友lこか知ら進めて居ると言ふ感じがありました。調乙の他の何

底にもこんな感じのする所はありません。 SαUC｝かuchは誰でも知って居られるやうに大鑓

肌ざはりの荒い人で・あって倣慢で仲々人に曾はない，曾つでも 3分位いで迫ひ出すといふ

風土主人であります。しかしその精力と努力とに於ては澗乙中での第一者であります，助

手を叱りとばしてでも兎にも角にも仕事を思ふやうにす Lめてゆきとの大きな Klinikを

よく Iu n k ti on ieren させてゆくとこ ろに彼品uerbnwhの強味があります。手術揚の模務；，

講堂．の様子は京大のものと同様で買白で締麗です。一般に調乙の他の大与のものは小さく

てきた友いのです。出いとは言つでも京大の般に大きくはありません。そして手術室での

消毒の仕方， aseplischeDeckungとか機峨の準備は殆んど京大の夫れに似て居ます，助手

も富1］りに多く，皆手を締麗にしてはいります。調乙の先生方は自分で手術するので一度に

いくつもの手術事がたつと言ふことはないのです。それで、津山の助手が同時に手を洗って

則；立すると勢ひ介助の手がふえるのです。 SαUCIかucltの手術する態度は熱心で・常にそのi捺

なに物かを護見しようと言ふ桟な所が見えます。従って助手の介助振りに一寸まづい事が

あると大聾でしかります。とれは誰もが言ふ事ですが，見方を換へると，先生が大製熱心

さを布って手術をしておるのですから助手もその立を躍して閉じよ（iな鋭意を以て介助せね

ば友らぬわけで，そう忠ふとか Lる揚合しかられるのが首然で助手の方が悪いのでありま

す。しかしそれがあまりひどいときには助手も夏に進むべき方向を迷って，何うして良

いか解らぬ様になって更に叱られて終には新手の助手と交替する事があります。 （笑ひ聾

:t>-c.る）例の有名な胸部の手術は大盤多く従って Rippenresektion /J.どは手にいったもの

です。叉 SαUC）伽 uchは｝前ik叩i!J¥I県腫の研究をしたととがあり，手術も大f草津山やって得意

左様です。助手もかういふ手術lとは馴れて居るので過ちはありません。しかしとの Klinik

l乙集る患者の種額の範囲は前lこ巾しましたやうに肢くして種々の患者が来るのですから，

助手がしかられるのは大低腹部内臓の手術であります，殊に胃腸吻合であります。 j折〈乙

の教室は見壊に行くと助手も緊張し， 1守護婦・も緊張して居てまととに気持よくみられます

が，時Ir.＆α引のかuch自身が芝居じみたととをします。例へば甲欣腺腫の手術をする時にこ

れが癒着して居て Operationがむづかしい，その時たまたま各聞から見畢生が津山集って
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J,1：－るといふ様友揚合に彼は例の如〈熱心に手術をしますが腰湯をとってしまふと雨手を聞

いて見感生の方lて向って ，，s,Jradikal ！・’と呼ぴ， こんなに上手にとったぞ，といはぬば

かりの風をします。まことに大隈教授としてはあるまじき態度であります，父つまらない

ことをガ iガi' iった りするのをみますと隼敬する念が長少すく友くなります。

Saucrhr11chの教室には叉濁乙の他の大・阜の Klinikにないやう友工l：汲友寅験的研究があ

りまして教室員が貰験的研究をしてゐます，とれは稀i亡見る所で殊K地方の大阜ではかか

る研究をする人々は夫々の InstitutIL.:j rかなければなりません。日本でも先年来知られて

ゐる結核の減食盤食療法は品，的か叫ん の所が 1~’ポCありまして，とれの鶏に見I]k病棟が

ありますが，とれはかうてふ川.,.,.,,.1(,./1がiねから Berlin＇こ来る時に，とれを建てて央れ友

ければと言ったので別に建てたのだそうであります。 ｝!cm，山川l引か・と云ふ助教授が夫婦

でとれをやってl,t.：ます。 F,-./fr，.川(l/18d山fer自らi調理宝で働L、て居ます。私が行つた時に

は’ Tl主・＇＂＇』111:r/Jr

潟真表などが一／iJjに集つてゐまして虫T都合で．した。一言IC巾しますと皮膚の結桜には良い

がfliii骨等の結稜には左程の効果が友いとい

Sa・uerbrnchの所に；Yiswnと云ふ助教授が居ます，との人は戸タつと白iiカミら品ll(Tbi'

で．働いて居る人で‘ゐ；i11v1・l川＇I(

わして居．て，川口ierbnichの習守の時にはその一切を預ってゐます，その手術振りを私も見

ましたがまととに平静で用意JI；＼倒であって，符腸の下術で‘は注意のi読をい鮪tて於て或は師を

凌ぐ賄があるかも知れません3 店、ふ！ととの人が 8,Jl(I'/b川口んを助けて行くので ，＇）＇uuerbruch

の教室が今日の活気と充寅を示して居るのでありませう。

F欠き1こb’ic1・であり ます，との人は－，ljい有名友人で・ Langenl>eck州院の外科の Chefであ

ります，臨床講義の時たけ Op~ration をし，誹干去を しながら円析を してゐますが大賢園滑

友下術をし，講義がとれに1'.I＇、ふので聞いて居て大経 よいものであり ます。 Bier自身は貨に

J1j：立周到で・あって且つ永年の＊＇；＇.！~訟で寅に慰1\).1たよどみのないT術をしますが，少 しも準ん

で行とうと云ふ所がえEし十年一日の如く蓄を守る風K見えました。 il'f毒も簡翠で乱、ep-

tisclie Deckungも至極簡軍であります。矯くべきととは p1imari亡｜羽づべき手術創でも一

部聞けてたくのですが，とのことは.＼~cptik と言ふ乙とが不完全だからとも忠へるし，叉

かやうに日1］を二三欠的K底置するからil'l市：が少々不完全でもよいとも忠はれます。かやうに

教室の仕事のやり方は菖式でありますが，何んといっても 1-Jicrは北間乙でt大壁な人望

をイイつ℃おります。今rr-:-1月 βierは老年のため引退し，後任友しとの理Filて・乙の Klinik

も閉鎖されましたa

Borclz「17哨は Berlinのrj］＇立の Mo礼bit病院の外科の（‘J1efであります，乙の人はfF-が相指・
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行って居ますが非常に綿終友人で，廻診及び手術の際には必守秘書：を件れてゐます。これ

に所見を口述し筆記せしめ，後に Lタfプライタ一寸で打たせてしカ JlテIIζ貼りつけて居

ます。叉患者に就いて検費すべき事項の結県も Praktikantがしタイプラ fター「で打って

Lカルテ寸に張りつけてたきます。

Borchardt は廻診の時，自分でと札を精細に讃んで自分の見た所見と合致しない所見が

あると質問をして， Praktikantから合理的友田符を得るまで中々徹底的にやります。検賓

の仕方の上に扶陥があったりすると質問は毎々急であります。かよう友揚合には受持醤員

もホトホト困って了ひますが，此鹿K中々シツカリした Oberarztがゐまして，か Lる揚

合K r~r 々上手にその念、を救ひます。 （笑聾起る）。乙の Oberarztは中々シツカリしてゐて

よく皆員のやることを監督し世話してゐました。従って醤員の中にはイriJでもとの人lとたよ

り気味の他力主義者もありました。此底の手術揚は狭くて，粗米で，大事の手術揚とは忠

へません。或る時 Hirntumorの手術を見ましたが，その時 Tumorはとれを Diatliermic『

messerでけ歩りとるやうにして少しづ Lとってゆきました。此の時，助手が Galbanotbermo-

meterで時々その Tumorのとれてゆく部分の温l主を計ります。他の手には紙を持ってゐま

したがそれには，種々な Hirntumorの温度， Hirnの諸所の温度が記されて， Kurveにし

であるので・す。 ~p ち寛測した温度をとの曲線l'C ｝照合してl具して’fumorm>tssc はすでに全然

とれたか否かを検費しながら手術を準めてゐたので、あります。

B01叫αrdt は最初から最後まで全部自分でTーを下し， F術所見は口述し，秘書：に＂Hi1~ さ

せてゐました。とれらの事柄は彼 JJon:!wrrltの綿怖さと質的iRさを示すものと思ひます。

手術の介助は看護婦1人と助手2人で，他のU)J手は合羽だけで見事してゐます。そして己れ

の介助する番が来ると手を洗って）Jjぶしてゐました。すべて甚だ静粛で・ありました。 JJυr

chm協は貰にひしきよき指導千干の 1人であると信じます。日佐彼の Klinik は市立病院の

Klinikであるために面白い症例が多くは~~ないゃうでイ皮のために惜しむべき事であります。

Heidelbergの Ender/enはすでに者人でありますが皆さんも知って居られるやうに調逸

第1の手術の上手友人として人望の高い人であります。北ドイツで聞くと Enderlenのヰ1・

名友のは 1M ド f ツだけのととで北ド f ツで・はイ11J といワても Biel' が第一人者だと I ＼•って J;1i

まし7ζ。

Heidelbergは京都の儀な感じのする鹿で NeckarMがllJJの中を流れてゐて， H汀の向側l乙

東山のJ様友山があります。 Fl/llerfrnの Kliniklこは大留多くの KrankeがJJ・々 から集まり

ます。大串の建物も大問古くて，小さく， r1i＼，、大i事としての趣があります。多くの手術は

臨床講義宝で行はれ，その隣りに 2つの手術揚があってと Lでも同じゃうに行はれます。

助手は皆ん左手を洗ってやるのですが Hnder!cnは甲Hid県腫とか腎臓結石とか大きなもの
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だけをやり， Herniaとカ‘Mager.darmの Anastornose位までは古い助手が Leiterとして

附いてやってゐます。此鮪は京大とよく似て居ます。 F11del'lt:11の手qijlj振りはすでに定評

がある遁り，まととに順序よしすとしのとどとほりもありません。癒着の多い甲！If¥腺腫

でもすとしの停滞なしにすらすらと準んでゆきます。しかし友がら何れも型通りの手術で

あってちっとも進んで行とうとする底が見えません。幾度見てもいつも型通りと言ふ恨が

あります。別に病棟の中に手術揚があって，とれは小さいが大地；ゥ：抵で，私はたまたま伴

れて行かれたのですが，ととでは九’wlcdc11が他の醤師から輯まれたものだけをやるやう

であり ます。助手はいつも古参の人2人，看護婦：は婦長と古参の手術介助婦ーで，いつでもそ

の親探れがきまって居て，友ほその上にいつも 1人か2人皆川らしい見・製者がいました，

そして Rnderlenは手術中華南側にその所見をこの見製者IC説明するのが常でありました。

共底は講義主さから大鑓離れて居ますが， f,'11rle1 f川はその聞をあちらへ行ったり，こちら

へifったり質に根気がよいものでありました。高齢IU'IJるも猶その＋：分を忘れやに己れの

仕事IC精進する彼の態度は貨に推奨すべ雪ものであります。

Heidelbergからすとし南東に ’ftibingenといふ虚があります。横田教授がかつて此席上

t京都外科集談曾昭和行年 1:2月例曾 J でいはれた如〈，ことは踊知山と言ふ感じのするlllf

であり ま して， ~eckarの1：流がまんなかを通って居ます。酵を 1~年りると大き友~.·，：ヰlがあっ

て，それに，，ZurKlinik＂と当いてあって？で く大[g.~の 1~にある様友ものです。大安不使友

J/j_の多L、小さい汚い町ですが，大与1のあるえB:I)は，道もIf!(＜大・撃の建物も大きくて， I誠

左大き友IUJと言ふ感じがします。

此庭に j、’t

7二のみで．ありますが，今汚ヘて見ますと濁逸で人絡から Ei一ひましでも，仕事のやり採りか

らλひましでも，たそら＜ Iピi1・刈lu1山・の右fz::/Hる人はないだらうと，也、ひます3 との人はr1:

~k；.’りでは友〈，大匂柿前℃‘段以よく fl：事：を し，日本人が見·＇＇i~Iとまゐりましでも買に丁寧で

親切に凡せて央れます。ととも小さい手術！？伝2っと臨床市緑e十？とがあって，まづたにより

問につくのは色々の器械が津山あるととであります。 例へば Stativ にとりつけた Irrigator

のやう君主」ニツタル寸製の器械があって，尋ねると局所麻酔液の容器だと言ふととでありま

した。印ちそれから長い管で針に注航 しであるのです。管と針のつぎ目fLKnopf様の開間

接置があってそれを押へると液が針を通ってIHるのです。だから，注射器で吸ひ上げる裂

がありません， Ji，＼所肺酔は先十皮下に注射し，皮切を加lへてから筋膜下に渋射してゆくと

れ一ふ風に schichtweiseにやって），1：ました。’え腎臓や直腸の・Hflrを Lumbalanaeslbesieでや

ってゐtした。との場合叉凶i白いや リJj・をしてl,1：ました，I'll.論上のととを聞くと今K設去

すると言ふて午ljっきりと説llfjして民れなかったのですが，部械は一つのU字管がありまし
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て，その一方は太〈一方は細〈，共に目盛のある注射筒になってゐます。雨管の接合同｛の

中央に Hahnがありとれから管で針につ Yいてゐます。との Hahnを廻す事によって太

き管2からのみ，叉は紺lき管からのみその内容を注「P，し得るのです。 ）＼.き方には空気が入札

てあり．細き方には麻酔液が入れてあります。とれを押し1-11，すにはしピストン＇ii；ねじ仕掛

けでありますので，ねじる事によって徐々に住町します。肺肝繋はしぺJレカイン1を用ひて

府ました。 患者の位置は常に 20。の Beckenhocl1bgcrungにして， 腰椎 I-1I聞で先づ脊

髄液を 15cc採り，毛穴lζ針を U＇.ド管に絡ぎ｝＼.いJJ・hら空気を lOccほど入れて，制｜い）Tから

2-3ccの麻酔液を入れてしばら〈待ちます。 その聞に足から上方へ安第i亡麻酔部を検査

して，必要な庭まで麻酔し友し・と再び空気 2-5c仁位と肺酔液 :2-3ccとを入れて待ちま

す。かかる事を3-4回繰り返すと20分秤．でほぼお？江belの部分まで Anae邑thesieがあらはれ

て来るのです。腎手術の際の普通の皮切を加へるにはとれだけの肺酔では不完全でありま

して， {71］の局所肺酔を却にやって補って屑ました。 A'i1".,d1nc1・の手術振りは EnderlenIC似

てゐます。器械を賓K器用に使ひます。そして制心の注志；を掛って停滞する事友〈不必要

元同111織の損傷を加へぬ様K賞l乙気持ちのよい締麗友手術をします。前唐はいつも Diather-

miemesserで切ります。直腸痛手術の時l亡直腸を離断するのに一種の Quetzchzangeを月j

ゐてゐました。離断と同時に断端カ；ttl:合せられてるものです。手術は毎日朝早くから 4時

間5時間績けてやり，最初から最後まで態j主に些かの費りなく寅に energischな人で，そ

の精力と根気には敬服します。常にZj三静で考へ左がら進んでゆ〈人で・粗暴の果tはなく，助

手ものんびりとゆっとりやって行〈事が／iHkて，助手と先生とがその動作iζ於てよく調和

し，見て居て感じが良いものでありました。かく獣室員が気持よく一致し上にかく立振な

しhefを頂いて，その意を躍して仕事をしてゐますから今後K於て必十種々の立減友業蹟を

泉げるととと思ひます。今後間逸へ行かれる方々は此鹿へは是非行って見るとよいと思ひ

ます。 Tiihingen は定型的のドイツのm舎~ifで大費淋しく，夜は9時10時になると人遁りが

すく主主くてとつとつと歩く巡査の靴の音のみが聞えます。 Nackarの流れは清く，雨の日

などその風景はよんしい， J魚が釣れますから，釣りでもして呑気に勉強する人にはよい底

だと思ひます。

l¥liinchen は私が始めて捕逸で踏んだ－U也なので・大捷燥しく J思ひます。此庭tcは LexCl' 

がゐます。 I山町 の所lとは津山の成形手術を要する忠者が染まります。一般に成形手術と

いふものは，私の見聞のすく友い精か，大慶？とちない感じのするもののやうに思ってゐ

ましたが，ととでは大地闘滑にゆくものだと思はせらJしました。口唇の成形手術，開前jの

成形手術等をみましたが常に些かの停滞もなく思案に〈れる事も友〈行はれました。勿論

Le.rel'が多年の経験家であるのですから，首然といへば常然かも知れませねが，彼がその
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一つ一つの例をよく買岡目IC取似つて来たからであらうと忠ひ支ナ。手術揚もエム之の他

liJJ 下の働きも宥謎婦の働きも， 大~（！yjく大のそれに似ての大串l亡比して締麗な服いもので，

／~r.rr· 1・はriXlfi下術の大家として是非みる必要のある人であります。lけましたコ

Fmnkfort a. !¥I.のルIi川c必ιは理路柊然たる誹義をするので有名君主人で・あ ります。その

ととの Klinikln~る；患者の種類は少し偏ってゐて嬬lこ大鑓j翠iiiの草生が集まって31さまずJ

骨折が大もさ多 く集まってます。なぜだか私には解りませんが，第1にその土地が商業地で

あると＼， • ..s,事と第 2K R11rlerle1，のゐる HeidelbergK近いとL、ふ事とに因すると思はれま

す。此鹿に肝臓の研究をして居る人

;>,! 
♂，、
~Ji 
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があると言ふととを情j＼，、て府たの

と，尋ねて見ま したがその人はとっ

その後さう云ふ事をすくに去って，

る人も友いといふ事でした。友ほーと

との病院で病合の糊帯交換を見まし

たが1~i ~ 、看護婦がやってゐました。

大愛情潔lこして正しいやり；かをして

その際 Osteomyelitisが大ゐました。

その深い FisLelI亡何か錠剤t;_I多く，

を入れてその上からLタンホ’ン寸をし

てゐま した3 聞いて見ると殻生機の

o~ がMl るのだと言ふことでしたが，

歯科に月1ひゐる含現段酬の錠膏lであり

とん友ものをよ〈しらべ もました。

せやに唯効くとλ一ふのて・mひるらし

いのです。

ととの病院は宗教的色彩の:JI叶，に濃い所亡者誰婦はみん¥¥'C1rzhu1・g I 主 iii ＇ 、 ；？~ ：：n都市一ε ，

こ乙でも3ユく は骨折で，なカトリックの尼さんの様な服装をして，大鎚静かεありました。

それは 日本にある古liinl／川Ii＇.／ は一種の骨抜合器を技’•,t して川ひてゐま した。Chefで・ある

式’fl・接合総と寸分たがはぬものでありま した。此&4のもう l人の教授は 1/iihfe1・といって

今鍋逸』C外刊Ji而で、物油｛化観的のイーi：事：を して居る11佐1人の人であります。ノj、さ友研究室を

持って府ますが，仕事はあまり進まないゃうでありました。

と山中去に大取の敬三主は大同ノj、異で・あリます。地方の都市の市立病院は大串の Klinikです

Berlinには大壊の Klinikでない市-:Ji：のものがあります，その代表的なものに就いてお－／；；、
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話ししませう。

Berlinに Virchow-Krankenhaus と ~ j"ふのがあ ります。大きさ設備に於L 、て他の市立病院

J[i叫ん川Ill,よりすぐれて居ます。建物は京大のそれと全〈同様で・卒家です。外来lの先生は

Unger と ~ ；・ふ2人で，とこに集る患者は Berlinの市街から来るのが多〈，外傷が多く，殊

IC多いのは銃創であります。病合にもかかる患者が枕を並べて居ます。腹部内臓の疾患な

その少い胃或は腸のものを年月かけて根それにもかかはらす＝，どは大蟹すくないのです。

気よく集めて，何か考察しようとして居ます。 Jliif，刷川は Magengesch11Ur12例程を集め

て見せて央aれました。 l主I "11ut:r 

を集めてPueumokokkenperitonitis 

居ました。かう L、ふ風ですから手術

の同教はすくなく時たましか手術が

この時には先生も助ないのですが，

手も寅に熱心です。叉との Vircl11川’

pa thologisch:; には-Krankenhaus 

Bakteriologie Histologi~， Anatomie, 

の研究室があって， Cliefが居て研究

員を指導して居ます。剖検室も大慶

De-

monstrationがあって，商白い例或は

lehrreichの例につき Chefがその顕

微鏡的標本，肉眼的標本を説明して

y
F
ij

i
－

－

J
 

立減で， 2週間に一度木曜日に

居ます。病院の各科の曹長も醤員も

これを聞いて質問をし討論をしま
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とれが私には大盤気に入りましす。

一度そうでたくても，日本の病院には皆利的のととばかり考へて居るのもあります，た。

教室をはなれて地方ーの病院に任ぜられて行くと，日佐治療的方面のことのみに淡頭せねば友

それは事責らぬと言ふ口質をもって，撃聞から離れて了ふ人が多い械に思ひます。併し，

K於てその人が串間的良心を持たねからであります。核問的良心さへ持って居ればその仕

事の仕方は首然ζの Virehow『 KrankenhausI乙於けるが如く怠るわけであります。

そとらで働〈人は勿論のとと，設備のわ日本陀も相首に設備のよいk病院があります，

正しき方向に進まねばなりません。

との事は私

るい底で働〈人で・もその心の持ちカ・を改めて，

とれがやがては日本の宮製の全憾のレベルを高める政になるのであります。
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かねて考へて屑りましたが調逸で・その賓在を目撃しまして，ことに羨しいととに存じまし

た。その他に Berlinの市立病院としては Urbanの病院， Westen<lの病院， Friedrichshain

の病院等があって，そとらの曹長の人，醤員の人はみ友製問的良心を失はないで真岡目に

熱心に仕事をして居ます。我々が撃生時代に月jひた診断J準教科書の λγenリJer叫・は Fried-

richshainの病院の内科皆長であります。 Westendの病院の外科・曹長の Jieyerは熱心に努

力して居ますが，将来なにかなす人と思はれます。 Neukolnの市立病院の内科署長 Hess

はMagengeschwi.irの患者を津山あつめて観察して居ます。 sαue1かucltの底の Materialも

ととからまはるのが多い様です。

感聞といふ言葉のついでーに，大般の教室に劃して一己私見を~べさせて頂きます。あち

らの外利明教宅の制度は日本の夫と大控ちがって府まして，大慨に於て寅験的研究室があ

りません。品聞かt{('/1の所は特別であります。日本の大島製の教室は臨床も寅験的研究もや

るのでありますから， 日本fノコ大・墜教授の負婚は大き友ものであります。従来は被安員がす

く友かったために，祉舎に1Eしき曹人を供給せねばならぬ大伊，の教室としては，教室員を

永くとどめでたく事が出来友かったけれども，今日の如く教室員が多くなると，との内か

ら先生を助けるととが出来るやう友人が出る肢にならないといけませぬ。＇.＼ li.inchen大事

の内科準教授 FriedlichNiilfcrの教室ICは助教授が2人底て， 1人は臨床的方面の内科事

者， l人は純化撃者で－あります。との化撃者は Felixと；＇；＇.$‘人で，化接的研究の指導をし

て3なります。勿論F.Jliil!er tt1ヒ，撃に浩詩カ；j九をいからとの Feli:r：の首ふととをよく理解し

得るのです。 .<j，，：製内科の井上助教侵はとの I々li.rの下で大野立訴え主仕事を完成せられたの

です。乙の保な風tζ日本の教室も漸次鑓化して行ってよいと思ひます。助教授とか誹師と

かの方々は永〈教室にゐられるJr々 ですから，教授の研究的カ・而iの沿手体ひをせられるの

が玉吉；であります，従ってさう言ふ事に興味と王H＇郎Tとを有し，純iF.なN~ vt として精進し得

る人で・友ければ友りませぬ。れ：L 、プJ・々も，司自くも大.If~の教室にあるカ・々は，みんなさう ·，；·

ふ皐徒の代りがnHI~るやうに－ I l一日の粧駿をfAんでゆく心がけが必要で・あります。かく

てとそ教宥のi賃値がやんやん向上するものであります。さて毅安からIHて行く人々Jも，教

室からはなれるのが慰問との縁の切れ目と ： fふ様iζ考へ歩K，教室にあった間IL! ；~·はれた

感問的良心と興味とをし、つまでも打ちすですコIC，任地任地で、己JLの摩・の殿堂を建設するこ

とに努力するのが異質であります。

つまらぬととを永々と述ぺましたが，和、が調i畠の外手：lを少しばかり見て感じたとと共を

簡'.IP.IL~事ぺ？と次第であります。（拍子） 。

（以上ノ、松本博士ガ8月山日匝xd'l'Iヨリ蹄朝サレ， 9月初日京大柴友曾館ニ於クJレ京都外科

集談曾ノ席上ーテ鵠サレタ Jレ講演テ下記セ Jl.モノニシテ．文責ノ、凡テ編輯者ニアリ。）


